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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　位置決め部を備える装置本体と、
　前記装置本体に対して着脱自在に設けられ、前記位置決め部と接触して位置決めされる
被位置決め部を少なくとも長手方向一端に備える交換部材と、
　前記被位置決め部を前記位置決め部に向けて付勢し、前記交換部材を長手方向とは異な
る方向に位置決めする付勢機構と、
　前記付勢機構の付勢力を規制する規制機構と、
　を有し、
　前記規制機構は、前記交換部材の長手方向に対する位置が決められるまで、長手方向と
は異なる方向に対する前記付勢機構の付勢力が前記交換部材へ働かない状態に前記付勢機
構を規制し、前記交換部材の長手方向に対する位置が決められる際に、長手方向とは異な
る方向に対する前記付勢機構の付勢力が前記交換部材へ働く状態に前記付勢機構を解放す
る画像形成装置。
【請求項２】
　前記付勢機構は、トグル機構であり、
　前記装置本体に対して前記交換部材の長手方向における位置が決められる際に、前記位
置決め部と前記被位置決め部とを接触させるように押曲がる請求項１記載の画像形成装置
。
【請求項３】
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　前記交換部材は、像保持体を有し、
　前記被位置決め部は、前記像保持体の回転軸と同心円となるように設けられている請求
項１または２いずれか記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記位置決め部は、前記装置本体を構成する板金にV字状に形成された切欠きである請
求項１乃至３いずれか記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記交換部材を前記画像形成装置本体に対して挿入する挿入部と、
　前記交換部材を、前記挿入部の設けられた第一の側から第二の側へ向けて案内する案内
部と、
をさらに有し、
　前記位置決め部は、第一の側に設けられている請求項１乃至４いずれか記載の画像形成
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、プロセスカートリッジを装置本体の装着位置に案内するため、プロセ
スカートリッジの装着方向に向けて案内面が形成されているガイド部材と、装着時のプロ
セスカートリッジをガイド部材の案内面側に押圧する押圧部材とを設けた画像形成装置が
開示されている。
【０００３】
　特許文献２には、カートリッジの装置本体への装着方向奥側及び手前側の軸受の外側表
面には、それぞれの被位置決め部より上方へ突出した当接面が設けられ、この当接面は、
上面が平坦であってカートリッジ側被位置決め部の一端側と他端側とに並んで配置されて
いる電子写真画像形成装置が開示されている。
【０００４】
　特許文献３には、カートリッジをフレームの所定箇所に付勢された第１の位置と、フレ
ームの所定位置から離れて本体より取出し可能になる第２の位置にする移動部材を備え、
移動部材は、第１の位置においてプロセスカートリッジを付勢する付勢部材と、移動部材
に移動可能に取付けられたガイド部材とを備え、ガイド部材は第１の位置ではカートリッ
ジから離間する離間位置をとり、第２の位置ではカートリッジをガイドするガイド位置を
とる画像形成装置が開示されている。
【０００５】
　特許文献４には、複数の着脱可能なプロセスカートリッジの配列方向と、プロセスカー
トリッジの着脱口を覆う開閉する開閉部材の回動軸が平行でない画像形成装置において、
プロセスカートリッジを、着脱時位置と画像形成位置とに昇降させるカートリッジ支持部
材をプロセスカートリッジの配列方向と平行な一本の回動するリンク軸で連結し、リンク
軸と開閉部材を係合する画像形成装置が開示されている。
【０００６】
　特許文献５には、開閉部材を開放すると、押上部材が右方に移動し、傾斜面に沿って転
写手段が退避位置に下降し、転写ローラと感光ドラムとの間に間隙が形成され、開閉部材
を閉鎖すると、押上部材が左方に移動して転写手段を押しあげて作動位置に配置し、転写
ローラを感光ドラムに当接させる画像形成装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平０５－３０３２４２号公報
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【特許文献２】特開２００８－１６５１８９号公報
【特許文献３】特開２００９－１１６１３５号公報
【特許文献４】特開２００８－３１０２９２号公報
【特許文献５】特開平０７－３０２００７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、交換部材を装置本体に装脱着する際、交換部材と装置本体とが擦れるのを抑
制することができる画像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１にかかる本発明は、位置決め部を備える装置本体と、前記装置本体に対して着
脱自在に設けられ、前記位置決め部と接触して位置決めされる被置決め部を少なくとも長
手方向一端に備える交換部材と、前記被位置決め部を前記位置決め部に向けて付勢し、前
記交換部材を長手方向とは異なる方向に位置決めする付勢機構と、前記付勢機構の付勢力
を規制する規制機構と、を有し、前記規制機構は、前記交換部材の長手方向に対する位置
が決められるまで、長手方向とは異なる方向に対する前記付勢機構の付勢力が前記交換部
材へ働かない状態に前記付勢機構を規制し、前記交換部材の長手方向に対する位置が決め
られる際に、長手方向とは異なる方向に対する前記付勢機構の付勢力が前記交換部材へ働
く状態に前記付勢機構を解放する画像形成装置である。
【００１１】
　請求項２にかかる本発明は、前記付勢機構は、トグル機構であり、前記装置本体に対し
て前記交換部材の長手方向における位置が決められる際に、前記位置決め部と前記被位置
決め部とを接触させるように押曲がる請求項１記載の画像形成装置である。
【００１２】
　請求項３にかかる本発明は、前記交換部材は、像保持体を有し、前記被位置決め部は、
前記像保持体の回転軸と同心円となるように設けられている請求項１または２いずれか記
載の画像形成装置である。
【００１３】
　請求項４にかかる本発明は、前記位置決め部は、前記装置本体を構成する板金にV字状
に形成された切欠きである請求項１乃至３いずれか記載の画像形成装置である。
【００１４】
　請求項５にかかる本発明は、前記交換部材を前記画像形成装置本体に対して挿入する挿
入部と、前記交換部材を、前記挿入部の設けられた第一の側から第二の側へ向けて案内す
る案内部と、をさらに有し、前記位置決め部は、第一の側に設けられている請求項１乃至
４いずれか記載の画像形成装置である。
【発明の効果】
【００１５】
　請求項１に係る本発明によれば、交換部材を装置本体に装脱着する際、交換部材と装置
本体とが擦れるのを抑制することができる。
【００１７】
　請求項２に係る本発明によれば、請求項１に係る発明の効果に加えて、本構成を有して
いない場合と比較して、構成を簡略化することができる。
【００１８】
　請求項３に係る本発明によれば、請求項１または２いずれかに係る発明の効果に加えて
、本構成を有していない場合と比較して、像保持体についての位置決めの精度を向上する
ことができる。
【００１９】
　請求項４に係る本発明によれば、請求項１乃至３いずれかに係る発明の効果に加えて、
本構成を有していない場合と比較して、位置決め部の寸法精度を向上することができる。
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【００２０】
　請求項５に係る本発明によれば、請求項１乃至４いずれかに係る発明の効果に加えて、
本構成を有していない場合と比較して、交換部材の挿入方向手前側で位置決めすることが
できる。
                                                                              
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施形態が適用される画像形成装置を示す断面図である。
【図２】本発明の一実施形態が適用される画像形成装置の斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態が適用される画像形成装置本体に画像形成部材が装着された
状態及びその周辺構造の斜視図である。
【図４】本発明の一実施形態が適用される付勢機構及びその周辺構造の斜視図である。
【図５】本発明の一実施形態が適用される付勢機構及びその動作を説明する説明図である
。
【図６】本発明の一実施形態が適用される連動機構及びその動作を説明する説明図である
。
【図７】本発明の一実施形態が適用される連動部材及び移動部材の斜視図である。
【図８】第二実施形態に係る付勢機構及びその周辺構造の斜視図である。
【図９】第二実施形態に係る付勢機構及びその動作を説明する説明図である。
【図１０】第三実施形態に係る付勢機構及びその周辺構造の斜視図を示す。
【図１１】第三実施形態に係る付勢機構及びその動作を説明する説明図である。
【図１２】第四実施形態に係る連動機構及びその動作を説明する説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
［第一実施形態］
　本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の一実施形態としての画像形成装置１０の断面図を示す。
【００２３】
　画像形成装置１０は、画像形成装置本体１２を有する。画像形成装置本体１２の上側の
面は、画像の形成された記録媒体が排出される排出部１４として用いられる。
　画像形成装置本体１２内には、記録媒体に転写する画像を形成する画像形成部２０と、
この画像形成部２０に記録媒体を供給する記録媒体供給装置２２と、この記録媒体供給装
置２２から供給された記録媒体を排出部１４まで搬送する搬送路２４とが配設されている
。
【００２４】
　画像形成部２０は、例えば、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、黒（Ｋ
）の４色に対応する画像形成部材３０Ｙ、３０Ｍ、３０Ｃ、３０Ｋと、光書き込み装置３
２と、転写装置３４とにより構成される。
　画像形成部材３０Ｙ、３０Ｍ、３０Ｃ、３０Ｋ及びこれらの構成要素は、形成する画像
の色以外は同様に構成されている。以下、各色に対応する構成については、Ｙ、Ｍ、Ｃ、
Ｋを省略して「画像形成部材３０」等のように総称して記載する場合がある。
【００２５】
　画像形成部材３０それぞれは交換部材として用いられ、画像形成装置本体１２に対して
着脱自在に設けられている。画像形成部材３０は、画像形成装置本体１２の後側（図１に
おける左側）から順に、画像形成部材３０Ｙ、３０Ｍ、３０Ｃ、３０Ｋの順に並べられて
いる。
【００２６】
　画像形成部材３０は、例えばカラー画像を形成する電子写真方式のものである。
　画像形成部材３０はそれぞれ、画像形成部材本体４０を備える。画像形成部材本体４０
内には、現像剤像を担持する像担持体としてのドラム形状の感光体４２と、この感光体４
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２を一様に帯電する帯電ロールを備えた帯電手段としての帯電装置４４と、感光体４２に
書き込まれた潜像を現像剤（トナー）で現像する現像器４６と、感光体４２に残留する廃
現像剤を例えば掻き取って清掃する清掃装置４８とが設けられている。
【００２７】
　現像器４６は、それぞれが収納するＹ、Ｍ、Ｃ、Ｋの現像剤を用いて、対応する感光体
４２に形成された潜像を現像する。
【００２８】
　光書き込み装置３２は潜像形成装置として用いられ、感光体４２それぞれに対して光を
照射して、これら感光体４２それぞれの表面に潜像を形成する。
【００２９】
　転写装置３４は、転写体として用いられる中間転写体５２と、一次転写装置として用い
られる一次転写ロール５４Ｙ、５４Ｍ、５４Ｃ、５４Ｋと、二次転写装置として用いられ
る二次転写ロール５６と、清掃装置５８とを有する。
【００３０】
　中間転写体５２は、例えば無端状のベルト形状であり、５つの支持ロール６０ａ、６０
ｂ、６０ｃ、６０ｄ、６０ｅによって、図１に矢印で示す方向に回転することができるよ
うに支持されている。支持ロール６０ａ、６０ｂ、６０ｃ、６０ｄ、６０ｅのうち少なく
とも一つはモータ等の駆動部（被図示）に連結されており、この駆動部からの駆動伝達を
受けて回転することで、中間転写体５２が回転駆動するようになっている。
【００３１】
　支持ロール６０ａは、二次転写ロール５６と対向するように配置され、この二次転写ロ
ール５６のバックアップロールとして機能する。二次転写ロール５６と支持ロール６０ａ
とで挟まれる部分が二次転写位置となる。
【００３２】
　一次転写ロール５４は、それぞれに対応する現像器４６により感光体４２の表面に形成
された現像剤像を、中間転写体５２に転写する。
【００３３】
　二次転写ロール５６は、中間転写体５２に転写されたＹ、Ｍ、Ｃ、Ｋの現像剤像を、記
録媒体に対して転写する。
【００３４】
　清掃装置５８は、二次転写ロール５６で記録媒体に対して各色の現像剤像が転写された
後に、中間転写体５２の表面に残留する各色の現像剤を掻き落とす掻き落とし部材６２を
有する。掻き落とし部材６２によって掻き落とされた現像剤は、清掃装置５８の本体内に
回収される。
【００３５】
　記録媒体供給装置２２は、記録媒体を積層した状態で収納する記録媒体収納容器７２と
、この記録媒体収納容器７２に収納された最上位の記録媒体を抽出し、抽出した記録媒体
を画像形成部２０に向けて搬送する搬送ロール７４と、記録媒体を捌き、画像形成部２０
に複数枚の記録媒体が重なった状態で搬送されることを防止するリタードロール７６とを
有する。
【００３６】
　搬送路２４は、主搬送路８２と、反転搬送路８４とにより構成される。
【００３７】
　主搬送路８２は、記録媒体供給装置２２から供給された記録媒体を画像形成部２０に搬
送し、画像が形成された記録媒体を排出部１４に排出する。
　主搬送路８２には記録媒体搬送方向上流側から順に、搬送ロール７４、リタードロール
７６、レジストロール８６、転写装置３４、定着装置８８、及び排出ロール９０が配置さ
れている。
【００３８】
　レジストロール８６は、記録媒体供給装置２２側から搬送されてきた記録媒体の先端部
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を一時的に停止させ、画像形成されるタイミングと合致するように記録媒体を転写装置３
４に向けて送り出す。
【００３９】
　定着装置８８は、加熱ロール８８ａ及び加圧ロール８８ｂを有し、これら加熱ロール８
８ａと加圧ロール８８ｂとの間を通過する記録媒体を加熱し加圧することで、記録媒体に
現像剤像を定着する。
【００４０】
　排出ロール９０は、定着装置８８により現像剤が定着された記録媒体を、排出部１４に
排出する。
【００４１】
　反転搬送路８４は、一方の面に現像剤像が形成された記録媒体を反転させつつ、再び画
像形成部２０に向けて供給する搬送路である。反転搬送路８４には、例えば二つの反転搬
送ロール９８ａ、９８ｂが配置されている。
【００４２】
　記録媒体が主搬送路８２から排出ロール９０に搬送され、この記録媒体の後端部が排出
ロール９０に挟みこまれた状態でこの排出ロール９０が逆回転することで、記録媒体が反
転搬送路８４に供給される。反転搬送路８４に供給された記録媒体は、反転搬送ロール９
８ａ、９８ｂによって、レジストロール８６の上流の位置へと搬送される。
【００４３】
　次に、画像形成部材３０が装着される箇所の周辺構造について説明する。
　図２は、画像形成装置１０の斜視図を示す。
　図３は、画像形成装置本体１２に画像形成部材３０が装着された状態及びその周辺構造
の斜視図を示す。
　本実施形態においては、画像形成部材３０は、画像形成装置本体１２右側から左側に向
けて挿入するようになっている。
【００４４】
　画像形成装置本体１２には、画像形成部材３０を着脱する開口部１０２と、この画像形
成装置本体１２に開閉自在に設けられこの開口部１０２を開閉する開閉部１０４とが設け
られている。
　開口部１０２は挿入部として用いられ、画像形成部材３０は開口部１０２から画像形成
装置本体１２に挿入するようにして装着される。
　開口部１０２の上方の壁部１２ａには、後述する引掛部１６２が引っ掛かる被引掛部１
０６が形成されている。
【００４５】
　開口部１０２には、画像形成部材３０の一端と接触して位置を決める第一の位置決め部
１１０が形成されている。第一の位置決め部１１０は、例えば、画像形成装置本体１２を
構成する板金をV字状に切り取った切欠きとして形成されている。
【００４６】
　画像形成装置本体１２の開口部１０２が形成された側（挿入方向手前側）の反対側（挿
入方向奥側）には、画像形成部材３０の他端と接触して位置を決める第二の位置決め部１
１２が形成されている。同様に、第二の位置決め部１１２は、例えば、画像形成装置本体
１２を構成する板金をV字状に切り取った切欠きとして形成されている。
【００４７】
　画像形成装置本体１２内には、画像形成部材３０を挿入方向へ案内する案内部１２０が
設けられている。案内部１２０は、画像形成部材３０を画像形成装置本体１２に装着する
際、長手方向に対する位置を決めるように案内する。
　案内部１２０の挿入方向奥側には、連動機構１２２が設けられている。
【００４８】
　画像形成部材本体４０には、挿入方向手前側に突出するようにして設けられた第一の被
位置決め部１３０と、挿入方向奥側に突出するようにして設けられた第二の被位置決め部
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１３２とが設けられている。
　第一の被位置決め部１３０及び第二の被位置決め部１３２は、感光体４２の回転軸の軸
受と同心円となるように、この軸受を覆うようにして設けられている。
【００４９】
　第一の位置決め部１３０には、付勢機構１４０が設けられている。付勢機構１４０は、
第一の被位置決め部１３０を画像形成装置本体１２の第一の位置決め部１１０へ向けて付
勢し、これら第一の被位置決め部１３０と第一の位置決め部１１０とを接触させて位置決
めするように構成されている。
【００５０】
　第二の位置決め部１３２には、案内部１２０の連動機構１２２と対向するようにして、
押当部１４２が形成されている。押当部１４２が連動機構１２２と連動して動作すること
で、第二の被位置決め部１３２が画像形成装置本体１２の第二の位置決め部１１２と接触
させて位置決めするようになっている。
【００５１】
　このように、画像形成部材３０が案内部１２０に案内されて長手方向に対して位置決め
され、第一の被位置決め部１３０が第一の位置決め部１１０と接触して位置決めされ、第
二の被位置決め部１３２が第二の位置決め部１１２と接触して位置決めされた状態となる
ことで、画像形成部材３０が画像形成装置本体１２に対して正規位置に装着される。
【００５２】
　次に、付勢機構１４０の詳細について説明する。
　図４は、付勢機構１４０及びその周辺構造の斜視図を示す。
　図５は、付勢機構１４０及びその動作を説明する説明図を示す。
　付勢機構１４０は前後方向に対して対照に構成されている。以下、後側部分について説
明する。
【００５３】
　付勢機構１４０は、画像形成部材本体４０をこの付勢機構１４０に対して相対的に上方
位置と下方位置との間で移動させるようになっている。
【００５４】
　付勢機構１４０は、第一の被位置決め部１３０の一部を覆うようにして配設された付勢
機構本体１５０を備える。付勢機構本体１５０内には、第一の部材１５２と、第二の部材
１５４とが配置されている。
【００５５】
　第一の部材１５２には、斜面部１５２ａと突起部１５２ｂとが形成されている。第一の
部材１５２は、例えばはね等により構成される第一の付勢部材１５６によって上方に向け
て付勢されている。
【００５６】
　斜面部１５２ａは、右側（挿入方向手前側）が左側（挿入方向奥側）よりも高くなるよ
うに形成されている。斜面部１５２ａは、第一の被位置決め部１３０から後側に向かって
突起した突起部１３０ａと上部で接している。
【００５７】
　第二の部材１５４には、底面１５４ａと、斜面部１５４ｂと、押圧部１５４ｃとが形成
されている。第二の部材１５４は、例えばはね等により構成される第二の付勢部材１５８
によって左側に向けて付勢されている。
　第二の部材１５４は、規制部（非図示）により上下方向への移動が規制されるようにな
っている。
【００５８】
　斜面部１５４ｂは、底面１５４ａから左側上方に向けて傾斜するように形成されている
。
　押圧部１５４ｃは、付勢機構本体１５０から左側に突出するように形成されている。
【００５９】
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　付勢機構本体１５０には、画像形成部材本体４０の後側の面４０ａに沿うようにして伸
びる連絡部１６０と、長手方向に突出する引掛部１６２とが設けられている。
【００６０】
　連絡部１６０には、前後方向に開通する連絡開口部１６０ａが形成されており、この連
絡開口部１６０ａに画像形成部材本体４０の面４０ａから後側に向けて突出する突起部４
０ｂが上下方向で移動自在に嵌るようになっている。
【００６１】
　引掛部１６２は、画像形成部材３０が画像形成装置本体１２に装着される場合に、この
画像形成装置本体１２の被引掛部１０６に嵌まるようになっている。
【００６２】
　図５（ａ）に示すように、画像形成部材３０が画像形成装置本体１２に装着される前に
おいては、画像形成部材本体４０は第一の位置決め部１１０から遠い側（本実施形態にお
いては「下方」）に位置した状態となる。
　図５中、波線ｈは、第一の被位置決め部１３０が第一の位置決め部１１０によって位置
決めされる際の上下方向の位置を示す。
【００６３】
　具体的には、第二の部材１５４は第二の付勢部材１５８により左側に付勢された位置に
あり、底面１５４ａが第一の部材１５２の突起部１５２ｂの上部に位置している。このた
め、第一の付勢部材１５６による第一の部材１５２の上方への付勢が規制された状態とな
っている。
　したがって、第一の部材１５２の傾斜面１５２ａ上に位置する第一の被位置決め部１３
０の突起部１３０ａに上方への付勢力が伝達されず、画像形成部材本体４０は下方位置に
ある。
【００６４】
　図５（ｂ）に示すように、画像形成部材３０が画像形成装置本体１２に挿入されると、
第二の部材１５４の押圧部１５４ｃが壁部１２ａに押圧され、この第二の部材１５４が第
二の付勢部材１５８の付勢力に抗して右側に移動し始める。
　また、引掛部１６２が壁部１２ａの被引掛部１０６に嵌まり込む。これにより、付勢機
構本体１５０自体は、画像形成装置本体１２に対し上下方向の位置が固定された状態とな
る。
【００６５】
　図５（ｃ）に示すように、画像形成部材３０が画像形成装置本体１２に装着される際、
案内部１２０に従って長手方向における位置が決められると、画像形成部材本体４０が上
方に位置した状態となる。
【００６６】
　具体的には、第二の部材１５４は、底面１５４ａから傾斜面１５４ｂに沿うようにして
第一の部材１５２の突起部１５２ｂと接しながら右側へ移動する。押圧部１５４ｃが予め
定められた位置まで押圧されると、第二の部材１５４は突起部１５２ｂから離れる。これ
により、第一の付勢部材１５６に対する規制が解除され、第一の部材１５２は上方に移動
する。
　第一の部材１５２が上方に移動すると、斜面部１５２ａと接する突起部１３０ａが上方
に移動し、これに従って画像形成部材本体４０は、第一の被位置決め部１３０が第一の位
置決め部１１０と接するまで上方に移動する。
【００６７】
　このようにして、画像形成部材本体４０の挿入方向手前側の上下方向に対する位置決め
が行われる。
　このように、付勢機構１４０は、画像形成部材本体４０の第一の被位置決め部１３０に
対して、付勢力が働く状態と働かない状態とに切り替わるようになっている。
　このとき、画像形成部材本体４０の上端は、開口部１０２の上端よりも高い位置となる
。このため、画像形成部材３０が装着されている場合においては、画像形成部材本体４０
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は、挿入方向の移動が規制された状態にある。
【００６８】
　画像形成部材３０を画像形成装置１２から脱着する際は、画像形成装置本体４０を一旦
下方に移動させた後、挿入方向手前側に移動させるようにする。
　このように、第一の被位置決め部１３０又は第二の被位置決め部１３２が第一の位置決
め部１１０又は第二の位置決め部１１２と離れた後、長手方向に移動されることとなる。
【００６９】
　次に、連動機構１２２の詳細について説明する。
　図６は、連動機構１２２及びその動作を説明する説明図を示す。
　図７は、連動部材１８２及び移動部材１８４の斜視図を示す。
【００７０】
　連動機構１２２は、土台部１８０と、連動部材１８２と、移動部材１８４とにより構成
される。
【００７１】
　土台部１８０の右側には上方に向けて突起した突起部１８０ａが形成され、土台部１８
０の左側には、傾斜部１８０ｂが形成されている。
　土台部１８０には、ばね等の弾性部材により構成される第一の弾性部材１８６が設けら
れており、この第一の弾性部材１８６は連動部材１８２を下方から支持している。
【００７２】
　第一の弾性部材１８６は、画像形成部材３０の挿入に従って収縮する程度の弾性力であ
り（挿入される画像形成部材３０を上方へ移動させる程度の弾性力は有さない）、かつ、
連動部材１８２に加わる力が解除された場合にこの連動部材１８２を予め定められた位置
に戻す程度の弾性力を有するように構成されている。
【００７３】
　連動部材１８２は、突起部１８０ａに支持される支軸１８２ａを支点として揺動可能に
設けられている。
　連動部材１８２には、挿入方向手前側から順に、第一の平行面１９０ａ、第一の傾斜面
１９０ｂ、第二の平行面１９０ｃ、第二の傾斜面１９０ｄ、及び第三の平行面１９０ｅが
形成されている。
　第三の平行面１９０ｅの挿入方向奥側には、付勢部１９２が設けられている。
【００７４】
　第一の平行面１９０ａ、第二の平行面１９０ｃ、及び第三の平行面１９０ｅは、連動部
材１８２に外力が働いていない状態において、挿入方向と略平行となるように形成されて
いる。
【００７５】
　第一の傾斜面１９０ｂは、左側上方に向けて傾斜しており、画像形成部材３０が画像形
成装置本体１２に対して装着される場合に、この画像形成部材３０の押当部１４２と接触
するようになっている。
　第二の傾斜面１９０ｄは、左側下方に向けて傾斜している。
　第三の平行面１９０ｅの上部には、移動規制部１９０ｆが形成されている。
【００７６】
　付勢部１９２は、筺体１９４を備える。
　筺体１９４内には、押圧部１９４ａと、この押圧部１９４ａを上方に向けて付勢する付
勢部材１９４ｂとが設けられている。また、筺体１９４には、前後方向に突出する被支持
部１９４ｃが形成されている。
【００７７】
　移動部材１８４は、第三の平行面１９０ｅに沿って移動するように設けられている。移
動部材１８４は、連動部材１８２に設けられた第二の弾性部材２０２により挿入方向手前
側に向けて付勢されている。
　移動部材１８４には、被押当部２０４と、支持部２０６とが設けられている。
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【００７８】
　被押当部２０４は、画像形成部材３０が装着される場合に、この画像形成部材３０の押
当部１４２に押当てられるようになっている。
　支持部２０６は、付勢部１９２の被支持部１９４ｃを下方から支持するように配置され
ている。支持部２０６の先端は、画像形成部材３０が装着される場合に、土台部１８０の
傾斜部１８０ｂと接触し、この傾斜部１８０ｂの傾斜に沿って移動するようになっている
。
【００７９】
　移動部材１８４は、画像形成部材３０が画像形成装置本体１２に挿入されるのに従って
被押当部２０４が押当部１４２に押当てられることで、挿入方向奥側に移動するようにな
っている（図７（ａ）に示す位置から、図７（ｂ）に示す位置に移動する）。
　被押当部２０４に対する押当てが解除されると、移動部材１８４は、被押当部２０４が
移動規制部１９０ｆと接触する位置まで挿入方向手前側に移動する。
【００８０】
　図６（ａ）に示すように、連動部材１８２は、押当部１４２と接触する前においては、
第一の弾性部材１８６の弾性力に従った初期位置にある。
　画像形成部材３０が画像形成装置本体１２に対して挿入されると、押当部１４２が第一
の傾斜面１９０ｂに押当たる。
【００８１】
　図６（ｂ）に示すように、図６（ａ）に示す位置からさらに画像形成部材３０が挿入さ
れると、押当部１４２は第一の傾斜面１９０ｂから第二の水平面ｃに沿って移動する。こ
れに伴い連動部材１８２は、第一の弾性部材１８６の弾性力に抗して挿入方向奥側が下が
った状態となる。
【００８２】
　図６（ｃ）に示すように、図６（ｂ）に示す位置からさらに画像形成部材３０が挿入さ
れると、押当部１４２は、第二の平行面１９０ｃから第二の傾斜面１９０ｄに沿って移動
するとともに、移動部材１８４の被押当部２０４に押当たる。
　この際、押当部１４２は、連動部材１８２（第二の平行面１９０ｃあるいは第二の傾斜
面１９０ｄ）と接触するようになっており、この連動部材１８２は、第一の弾性部材１８
６の弾性力に抗して挿入方向奥側が下がった状態となっている。
【００８３】
　一方、押当部１４２が被押当部２０４に押当たることで、移動部材１８４は第二の弾性
部材２０２の弾性力に抗して挿入方向奥側に移動し（図７参照）、支持部２０６の先端が
土台部１８０の傾斜部１８０ｂに接触する。
【００８４】
　図６（ｄ）に示すように、図６（ｃ）に示す位置からさらに画像形成部材３０が挿入さ
れると、押当部１４２は、第二の傾斜面１９０ｄに沿って移動しながら移動部材１８４を
挿入方向奥側に移動させる。
　この際、支持部２０６の先端が傾斜部１８０ｂに沿って移動することで、連動部材１８
２は、挿入方向奥側が徐々に上方に移動される。
【００８５】
　そして、画像形成部材３０が案内部１２０に従って決められる長手方向に対する位置ま
で挿入されると、付勢部１９２の押圧部１９４ａが第二の被位置決め部１３２に接触する
。
　これにより、第二の被位置決め部１３２が上方に付勢され、この第二の被位置決め部１
３２が第二の位置決め部１１２と接触する。
【００８６】
　このようにして、画像形成部材本体４０の挿入方向奥側の上下方向に対する位置決めが
行われる。
【００８７】
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　画像形成装置１０においては、画像形成部材３０は、長手方向に対する位置が決められ
た後、上下方向に対する位置が決められることで、この画像形成部材３０が画像形成装置
本体１２に対して装着されるようになっている。
　このため、画像形成部材３０は、画像形成装置本体１２に対する装着に際して、第一の
被位置決め部１３０又は第二の被位置決め部１３２と第一の位置決め部１１０又は第二の
位置決め部１１２とが接触した状態での長手方向への移動を要さない。
【００８８】
［第二実施形態］
　次に、第二実施形態について説明する。
　第二実施形態においては、第一実施形態の付勢機構１４０に替えて、付勢機構２２０が
設けられている。
　図８は、付勢機構２２０及びその周辺構造の斜視図を示す。
　図９は、付勢機構２２０及びその動作を説明する説明図を示す。
【００８９】
　付勢機構２２０はトグル機構として構成されている。
　付勢機構２２０は、第一の被位置決め部１３０に対して後側に設けられている。なお、
付勢機構２２０は、第一の被位置決め部１３０に対して前後方向両側に設けるようにして
もよい。
【００９０】
　付勢機構２２０は、回動部材２２２と、例えばばね等により構成されるトグル付勢部材
２２４とを備える。
【００９１】
　回動部材２２２は、画像形成部材本体４０に固定された回転支点２３２を支点として回
動自在に配設されている。
　回動部材２２２の上端には、前側に突出した引掛部２３４が設けられており、略中央部
には、トグル付勢部材２２４の上端を係止する係止部２３６が設けられている。
【００９２】
　引掛部２３４は、円柱形状の先端部が非円形状に形成された形状（Dカット）となって
いる。引掛部２３４は、画像形成部材３０が画像形成装置本体１２に対して装着されてい
ない状態においては、画像形成部材本体４０に設けられた回動規制部４０ｃと接触し、D
カット形状の平面部分が上方を向くように配置される。
　突起部４０ｂは、画像形成部材３０を装着する際の付勢機構２２０の位置を決める部材
として機能する。
【００９３】
　トグル付勢部材２２４は、一端が回動部材２２２の係止部２３６に係止され、他端が画
像形成部材本体４０に固定された軸部２４２に係止されている。トグル付勢部材２２４は
、縮もうとする方向に力がかかるようになっている。
【００９４】
　画像形成装置本体１２の壁部１２ａには、挿入方向手前側に突出するようにして被引掛
部２５０が設けられている。被引掛部２５０の挿入方向手前側には、回動部材２２２の引
掛部２３４が通過する溝部２５２が形成されている。
　溝部２５２の溝の上下方向の長さは、引掛部２３４のDカット形状の平面部分が上方を
向いている場合に通過することができる程度の長さとなっている。
【００９５】
　図９（ａ）に示すように、画像形成部材３０が画像形成装置本体１２に装着される前に
おいては、画像形成部材本体４０は第一の位置決め部１１０から遠い側（本実施形態にお
いては「下方」）に位置した状態となる。
　図９中、波線ｈは、第一の被位置決め部１３０が第一の位置決め部１１０によって位置
決めされる際の上下方向の位置を示す。
【００９６】
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　この際、係止部２３６と引掛部２３４とを結ぶ直線と、係止部２３６と軸部２４２とを
結ぶ直線とのなす角度が、挿入方向手前側よりも挿入方向奥側が小さくなるようになって
いる。
【００９７】
　図９（ｂ）に示すように、画像形成部材３０が画像形成装置本体１２に挿入されると、
引掛部２３４が溝部２５２を通過する。
【００９８】
　図９（ｃ）に示すように、図９（ｂ）に示す位置からさらに画像形成部材３０が挿入さ
れると、引掛部２３４が被引掛部２５０に引っ掛かる。そして、回動部材２２２が時計方
向に回転する。
【００９９】
　図９（ｄ）に示すように、図９（ｃ）に示す位置からさらに画像形成部材３０が挿入さ
れ案内部１２０に従って長手方向における位置が決められると、画像形成部材本体４０が
上方に位置した状態となる。
【０１００】
　具体的には、回動部材２２２が時計方向に回転し、回転方向に対してトグル付勢部材２
２４と釣り合う位置を超える。これにより、トグル付勢部材２２４が係止部２３６を支点
として相対的に画像形成部材本体４０を上方に移動させる。
　これにより、画像形成部材本体４０は、第一の被位置決め部１３０が第一の位置決め部
１１０と接するまで上方に移動する。
【０１０１】
　この際、係止部２３６と引掛部２３４とを結ぶ直線と、係止部２３６と軸部２４２とを
結ぶ直線とのなす角度が、挿入方向手前側よりも挿入方向奥側が大きくなるようになって
いる。
【０１０２】
　第二実施形態においては、このようにして、画像形成部材本体４０の挿入方向手前側の
上下方向に対する位置決めが行われる。
　このように、付勢機構２２０は、画像形成部材本体４０の第一の被位置決め部１３０に
対して、付勢力が働く状態と働かない状態とに切り替わるようになっている。
　このとき、画像形成部材本体４０の上端は、開口部１０２の上端よりも高い位置となる
。このため、画像形成部材３０が装着されている場合においては、画像形成部材本体４０
は、挿入方向の移動が規制された状態にある。
【０１０３】
　画像形成部材３０を画像形成装置１２から脱着する際は、画像形成装置本体４０を一旦
下方に移動させた後、挿入方向手前側に移動させるようにする。これにより、回動部材２
２２が反時計方向に回転し、この回動部材２２２が回転方向に対してトグル付勢部材２２
４と釣り合う位置を超える。
　そして、トグル付勢部材２２４が係止部２３６を支点として相対的に画像形成部材本体
４０を下方に移動させるとともに、引掛部２３４のDカット形状の平面部分が上方を向く
ように配置される。
　このようにして、画像形成部材本体４０が画像形成装置本体１２から脱着される。
【０１０４】
［第三実施形態］
　次に、第三実施形態について説明する。
　第三実施形態においては、第一実施形態の付勢機構１４０に替えて、付勢機構３２０が
設けられている。
　図１０は、付勢機構３２０及びその周辺構造の斜視図を示す。
　図１１は、付勢機構３２０及びその動作を説明する説明図を示す。
【０１０５】
　付勢機構３２０はトグル機構として構成され、この付勢機構３２０は画像形成装置本体
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１２側に設けられている。付勢機構３２０は、画像形成装置本体１２に挿入される画像形
成部材本体４０の第一の被位置決め部１３０に対して後側に設けられている。
　なお、付勢機構３２０は、この第一の被位置決め部１３０に対して前後方向両側に設け
るようにしてもよい。
【０１０６】
　第三実施形態において、画像形成装置本体１２の壁部１２ａの内側には、付勢機構３２
０が設けられている。
　付勢機構３２０は、回動部材３２２と、例えばばね等により構成されるトグル付勢部材
３２４とを備える。
【０１０７】
　回動部材３２２は、画像形成装置本体１２側に固定された回転支点３３２を支点として
回動自在に配設されている。
　回動部材３２２の下端には、前側に突出した引掛部３３４が設けられており、略中央部
には、トグル付勢部材３２４の下端を係止する係止部３３６が設けられている。
【０１０８】
　トグル付勢部材３２４は、下端が回動部材３２２の係止部３３６に係止され、上端が画
像形成装置本体１２に固定された軸部３４２に係止されている。トグル付勢部材３２４は
、縮もうとする方向に力がかかるようになっている。
【０１０９】
　画像形成部材本体４０には、被引掛部３５０が設けられている。被引掛部３５０には、
第一の壁部３５０ａと、この第一の壁部３５０ａよりも挿入方向手前側に形成された第二
の壁部３５０ｂとを備える。
　第一の壁部３５０ａは、その下端が第二の壁部３５０ｂの下端よりも上側となるように
構成されている。
【０１１０】
　図１１（ａ）に示すように、画像形成部材３０が画像形成装置本体１２に装着される前
においては、付勢機構３２０は、回動部材３２２の引掛部３３４が第一の位置決め部１１
０から遠い側（本実施形態においては「下方」）に位置した状態となる。
　図１１中、波線ｈは、第一の被位置決め部１３０が第一の位置決め部１１０によって位
置決めされる際の上下方向の位置を示す。
【０１１１】
　この際、係止部３３６と引掛部３３４とを結ぶ直線と、係止部３３６と軸部３４２とを
結ぶ直線とのなす角度が、挿入方向手前側よりも挿入方向奥側が小さくなるようになって
いる。
【０１１２】
　図１１（ｂ）に示すように、画像形成部材３０が画像形成装置本体１２に挿入されると
、画像形成部材本体４０の被引掛部３５０が壁部１２ａの下方を通過する。このとき、被
引掛部３５０の第一の壁部３５０ａの下端は、回動部材３２２の引掛部３３４と接触しな
いようになっている。
【０１１３】
　図１１（ｃ）に示すように、図１１（ｂ）に示す位置からさらに画像形成部材３０が挿
入されると、引掛部３３４が被引掛部３５０の第二の壁部３５０ｂに接触し引っ掛かる。
【０１１４】
　図１１（ｄ）に示すように、図１１（ｃ）に示す位置からさらに画像形成部材３０が挿
入されると、回動部材３２２が時計方向に回転する。
　そして、画像形成部材３０が案内部１２０に従って、長手方向に対し位置決めされると
、画像形成部材本体４０が上方に位置した状態となる。
【０１１５】
　具体的には、回動部材３２２が時計方向に回転すると、この回動部材３２２が回転方向
に対してトグル付勢部材３２４と釣り合う位置を超える。これにより、トグル付勢部材３
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２４が係止部３３６を支点として画像形成部材本体４０を上方に移動させる。
　これにより、画像形成部材本体４０は、第一の被位置決め部１３０が第一の位置決め部
１１０と接するまで上方に移動する。
【０１１６】
　この際、係止部３３６と引掛部３３４とを結ぶ直線と、係止部３３６と軸部３４２とを
結ぶ直線とのなす角度が、挿入方向手前側よりも挿入方向奥側が大きくなるようになって
いる。
【０１１７】
　第三実施形態においては、このようにして、画像形成部材本体４０の挿入方向手前側の
上下方向に対する位置決めが行われる。
　このように、付勢機構３２０は、画像形成部材本体４０の第一の被位置決め部１３０に
対して、付勢力が働く状態と働かない状態とに切り替わるようになっている。
　このとき、画像形成部材本体４０の上端は、開口部１０２の上端よりも高い位置となる
。このため、画像形成部材３０が装着されている場合においては、画像形成部材本体４０
は、挿入方向の移動が規制された状態にある。
【０１１８】
　画像形成部材３０を画像形成装置１２から脱着する際は、画像形成装置本体４０を一旦
下方に移動させた後、挿入方向手前側に移動させるようにする。これにより、回動部材３
２２が反時計方向に回転し、この回動部材３２２が回転方向に対してトグル付勢部材２２
４と釣り合う位置を超える。
　そして、トグル付勢部材３２４が係止部３３６を支点として画像形成部材本体４０を下
方に移動させる。
　このようにして、画像形成部材本体４０が画像形成装置本体１２から脱着される。
【０１１９】
［第四実施形態］
　次に、第四実施形態について説明する。
　第四実施形態においては、第一実施形態の連動機構１２２に替えて、連動機構４２２が
設けられている。
　図１２は、連動機構４２２及びその動作を説明する説明図を示す。
【０１２０】
　連動機構４２２は、土台部１８０と、連動部材１８２と、てこ部材５１０とにより構成
されている。
【０１２１】
　てこ部材５１０は、連動部材１８２に支持される支軸５１０ａを支点として回動可能に
設けられている。てこ部材５１０は、弾性部材（非図示）によって時計方向に向けて付勢
されている。
　てこ部材５１０には、被押当部５１４と、作用部５１６とが設けられている。
【０１２２】
　被押当部５１４は、画像形成部材３０が装着される場合に、この画像形成部材３０の押
当部１４２に押当てられるようになっている。
【０１２３】
　作用部５１６は、てこ部材５１０が反時計方向に回動した場合に、土台部１８０と接触
するようになっている。
【０１２４】
　図１２（ａ）に示すように、連動部材１８２は、押当部１４２と接触する前においては
、初期位置にある。
　画像形成部材３０が画像形成装置本体１２に対して挿入されると、押当部１４２が第一
の傾斜面１９０ｂに押当たる。
【０１２５】
　図１２（ｂ）に示すように、図１２（ａ）に示す位置からさらに画像形成部材３０が挿



(15) JP 5725338 B2 2015.5.27

10

20

30

40

50

入されると、押当部１４２は第一の傾斜面１９０ｂから第二の水平面ｃに沿って移動する
。連動部材１８２は、第一の弾性部材１８６の弾性力に抗して挿入方向奥側が下がった状
態となる。
【０１２６】
　図１２（ｃ）に示すように、図１２（ｂ）に示す位置からさらに画像形成部材３０が挿
入されると、押当部１４２は、第二の平行面１９０ｃから第二の傾斜面１９０ｄに沿って
移動するとともに、てこ部材５１０の被押当部５１４に押当たる。
　この際、押当部１４２は、連動部材１８２（第二の平行面１９０ｃあるいは第二の傾斜
面１９０ｄ）と接触するようになっており、連動部材１８２は、第一の弾性部材１８６の
弾性力に抗して挿入方向奥側が下がった状態となっている。
【０１２７】
　一方、押当部１４２が被押当部５１４に押当たることで、てこ部材５１０はこれを付勢
する弾性部材（非図示）の弾性力に抗して反時計方向に回転させる。
【０１２８】
　図１２（ｄ）に示すように、図１２（ｃ）に示す位置からさらに画像形成部材３０が挿
入されると、押当部１４２は、第二の傾斜面１９０ｄに沿って移動しながらてこ部材５１
０をさらに回転させる。これにより、作用部５１６が土台部１８０に接触する。
　作用部５１６が土台部１８０に接触した状態で、てこ部材５１０がさらに回転されるこ
とで、てこの原理に従い、連動部材１８２は挿入方向奥側が上方に移動する。
【０１２９】
　そして、画像形成部材３０が案内部１２０に従って決められる長手方向に対する位置ま
で挿入されると、付勢部１９２の押圧部１９４ａが第二の被位置決め部１３２に接触する
。
　これにより、第二の被位置決め部１３２が上方に付勢され、この第二の被位置決め部１
３２が第二の位置決め部１１２と接触する。
【０１３０】
　第四実施形態においては、このようにして、画像形成部材本体４０の挿入方向奥側の上
下方向に対する位置決めが行われる。
【符号の説明】
【０１３１】
１０　　画像形成装置
１２　　画像形成装置本体
１２ａ　　壁部
１４　　排出部
２０　　画像形成部
２２　　記録媒体供給装置
２４　　搬送路
３０　　画像形成部材
３４　　転写装置
４０　　画像形成部材本体
４２　　感光体
１０２　　開口部
１０４　　開閉部
１０６　　被引掛部
１１０　　第一の位置決め部
１１２　　第二の位置決め部
１２０　　案内部
１２２　　連動機構
１３０　　第一の被位置決め部
１３２　　第二の被位置決め部
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１４０　　付勢機構
１４２　　押当部
１５０　　付勢機構本体
１６０　　連絡部
１６２　　引掛部
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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(19) JP 5725338 B2 2015.5.27

【図１１】 【図１２】
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